
消 防 だ よ り

平成29年６月出動件数

（平成29年６月30日現在）

弾道ミサイル飛来時の行動について

火災・救急・救助は

【上島町消防署】☎77-4118

国
外
か
ら
発
射
さ

れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル

は
、
10
分
も
し
な
い

う
ち
に
到
達
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に

落
下
す
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
は
、
国
か

ら
の
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
伝
え
る
「
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
」（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
活
用
し
て
、
Ｉ
Ｐ

告
知
端
末
で
特
別
な

サ
イ
レ
ン
音
と
と
も

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す

ほ
か
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
等
に
よ
り
緊

急
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H29累計
火災 ０ ０ ０ ０ ０ ３
救急 20 11 ６ ４ 41 236

弓削中学生が職業体験
７月５日（水）、６日（木）の２
日間、弓削中学校２年生の西
倉達哉さん、能地紘輝さんが、
職場体験学習に来署しました。

IP告知端末

「緊急」ボタンが
赤く点滅します

Ｊアラートメッセージ例
直ちに避難。直ちに避難。直ちに頑丈な建物や
地下に避難してください。ミサイルが落下する可
能性があります。直ちに屋内へ避難してください。

火
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぼ
う

第
２
回
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

7
月
5
日
（
水
）、11
日
（
火
）、

12
日
（
水
）
の
3
日
間
で
、
各
保

育
所
に
お
い
て
第
2
回
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防

署
員
に
よ
る
、
花
火
の
正
し
い
使
い

方
、防
火
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、消
火
器
の

取
扱
い
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、園
児

た
ち
は
、
署
員
の
話
を
真
剣
に
聞

き
、楽
し
み
な
が
ら
消
火
体
験
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

落ち着いて、直ちに行動してください
メッセージが流れたら

屋外に
いる場合

できる限り頑丈な建物や地下に避難する
地下：地下街や地下駅舎などの地下施設

建物が
ない場合

物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る

屋内に
いる場合 窓から離れるか、窓のない部屋に移動する

ミサイル
落下！

弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が大きく異なるため、テレ
ビ、ラジオ、インターネットなどを通じて情報収集に努めてください。

詳細は国民保護ポータルサイトをご覧ください 国民保護
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花木栽培を
始めてみませんか？

比較的軽作業な花木栽培なら、高齢者や女性も取り組みやすく、耕作放棄地対策にも！

しまなみ
農業だより

上
島
町
の
農
業
は
、レ
モ
ン
や

ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘
栽
培
が
中

心
で
す
が
、
近
年
は
生
産
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
露
地
で
栽
培
が
で
き
、比

較
的
軽
作
業
で
女
性
に
も
取
り

組
み
や
す
い
花
木
の
栽
培
を
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

花
木
栽
培

地中海やヨーロッパ原産のスイカズ
ラ科ガマズミ属の常緑樹で、ピン
ク色の花蕾から始まり、赤色～光
沢のある青い実に変色することが
特徴です。様々なフラワーアレンジ
に使用され人気ですが、多くは海
外からの輸入品が流通しており、
国内の産地は愛媛県と和歌山県・
静岡県になります。

定
植　
日
当
た
り
が
良
け
れ
ば

土
地
を
選
び
ま
せ
ん
が
、
定
植

年
は
夏
の
乾
燥
に
注
意
し
て
適

宜
灌
水
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

保
水
性
が
高
い
土
地
で
は
畝
を

た
て
て
定
植
し
ま
す
。（
水
田
は

不
可
）
定
植
時
期
は
３
月
中
旬

～
５
月
と
９
月
中
旬
～
10
月
で

す
が
、
秋
に
定
植
す
る
方
が
灌

水
作
業
は
楽
に
な
り
ま
す
。

土
づ
く
り
、
元
肥　
定
植
１
ヶ

月
前
ま
で
に
10ａ
あ
た
り
堆
肥
２

～
４
ｔ
、
苦
土
石
灰
１
２
０
㎏

を
散
布
し
て
耕
起
し
ま
す
。
定

植
２
週
間
前
に
は
10
ａ
あ
た
り

化
成
肥
料（
８
ー
８
ー
８
）を
60

㎏
散
布
し
て
耕
起
し
ま
す
。

栽
植
密
度　
樹
齢
が
進
む
と
樹

冠
が
拡
大
す
る
の
で
畝
幅
２
．５

ｍ
、
株
間
２
ｍ（
10
ａ
当
た
り

２
０
０
本
）で
定
植
し
ま
す
。

雑
草
対
策　
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の

散
布
が
可
能
で
す
が
、
苗
木
に

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

防
草
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
と
、

管
理
が
楽
に
な
り
ま
す
。

定
植
後
の
管
理　
夏
場
を
中
心

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

か
？花

木
栽
培
は
、
苗
を
植
え
て

か
ら
収
穫
で
き
る
ま
で
に
４
～
５

年
か
か
り
ま
す
が
、
以
下
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

1
樹
木
類
で
あ
る
た
め
、
毎
年

植
え
替
え
し
な
く
て
も
よ
い
。

2
収
穫
物
が
60
㎝
ほ
ど
の
枝
で

あ
り
、
柑
橘
に
比
べ
て
軽
く
、

高
齢
者
や
女
性
に
も
取
り
組
み

や
す
い
。

3
病
虫
害
が
比
較
的
少
な
く
、

防
除
作
業
も
年
数
回
で
あ
る
。

4
年
間
を
通
し
て
収
穫
・
出
荷

が
可
能
。

5
都
市
部
を
中
心
に
需
要
が
拡

大
し
て
い
て
、
高
単
価
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。

数
多
く
あ
る
花
木
の
な
か
で

も
、
今
回
は
栽
培
し
や
す
く
市

場
の
評
価
も
高
い
「
ビ
ブ
ル
ナ

に
乾
燥
に
は
注
意
し
て
適
宜
灌

水
し
ま
す
。
ま
た
、
３
月
中
旬
、

６
月
上
旬
、
９
月
上
旬
に
そ
れ

ぞ
れ
化
成
肥
料
を
10
ａ
あ
た
り

40
～
60
㎏
施
用
し
ま
す
。
そ
の

際
は
生
育
の
様
子
を
見
て
、
生

育
が
旺
盛
で
あ
れ
ば
少
な
め
、

葉
色
が
薄
く
生
育
が
鈍
け
れ
ば

多
め
に
施
用
し
ま
す
。

病
害
虫　
４
～
５
月
、
10
月
に

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き
や
す
く
、
８

～
10
月
に
ハ
マ
キ
ム
シ
類
が
つ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

に
応
じ
て
登
録
農
薬
を
散
布
し

ま
す
。

生
育
・
開
花　
定
植
１
～
２
年

目
は
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
ず
、

３
年
目
か
ら
生
育
旺
盛
と
な
り

ま
す
。
樹
高
は
剪
定
を
し
な
け

れ
ば
３
ｍ
以
上
に
な
り
ま
す
。

11
月
頃
か
ら
蕾
が
つ
き
、
３
月

上
旬
に
開
花
し
ま
す
。

出
荷　

農
協
に
出
荷
す
る
場

合
、
花
蕾
の
状
態
で
12
月
～
３

月
、
実
つ
き
の
場
合
６
月
～
１

月
に
出
荷
で
き
ま
す
。
ま
た
、

葉
だ
け
の
状
態
で
も
需
要
が
あ

り
ま
す
。
切
り
枝
は
40
～
80
㎝

の
長
さ
で
収
穫
し
、
十
分
水
あ

げ
し
て
か
ら
出
荷
先
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
規
格
で
荷
造
り
し
ま

す
。

ム
・
テ
ィ
ナ
ス
」
と
い
う
種
類
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

現
在
、Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
で

は
栽
培
面
積
４
．
５
ha
、
生
産

者
は
90
人
を
超
え
、
今
後
本
格

的
な
出
荷
体
制
が
整
い
ま
す
。

上
島
町
で
も
、
数
名
の
方
が
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
露

地
で
栽
培
で
き
、
省
力
・
低
コ
ス

ト
の
品
目
で
す
の
で
、
栽
培
に
興

味
の
あ
る
方
は
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま

ば
り
や
し
ま
な
み
農
業
指
導
班

岩
城
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

年
間
出
荷
形
態

鮮やかなピンクの蕾特徴ある赤い実

12月〜３月出荷5月〜８月出荷

８月

赤が抜け緑の多い実

９月

光沢ある青い実（図１）
10月〜１月出荷

図１ 青い実をつけたビブルナム・ティナス

ビブルナム・ティナス

だんだんと青みを帯びる実
通年出荷

美しい緑の葉

消防車両の清掃に始まり、資器材の点検
や取扱い、放水訓練など、初めて体験す
る消防の仕事に戸惑いながらも、責任を
持ってやり遂げました。

防火DVD鑑賞

消防署員による
花火の取扱い説明

消化器の取扱い体験
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